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論文内容の要旨
本論文は、著者が三菱電機(株)において電子計算機の開発研究にたずさわってきたなかで、電子装
置に集積回路を応用するに際しての実装方式に関する一連の研究成果をまとめたもので、全体を 8 章に
わけで構成している。
第 l 章では本研究の目的、動機および、その必要性について述べ、研究成果の自己評価、従来の諸研
究との関連性などにふれる。本研究の目的はまず第一に集積回路化の実装方式を定量的に解析し、こ
れらを体系づけることにより、その最適値を求めること。第二に最適実装のデータを基本として具体
化のための最適情報システムを求めることにある。
第 2 章では集積回路化の実装設計に際して最も基本となる集積回路とその配線の電気的特性につい
て定量的に究明している。これらの基本式はまた第 3 章の実装設計法の基礎を与えるものである。
第 3 章では電子装置の集積回路化に際しての最適設計法の一般的手法を求めた。すなわちクロスト
ーク雑音を最小にすることを基本とした最適値である。この手法として雑音荷重係数、雑音配分の原
理および配線指数の原理などを従来なかった新しい手法を導出した。さらに上記の最適設計法にもと
づく設計試算例を示し、各設計要因聞の相関関係が定量的に表現することができる事例とした。
第 4 章では記憶装置の集積化設計方式について述べる。この内容は結合形磁性薄膜記憶素子を用い
た装置の試作および、これを用いて得られた研究結果について述べる。記憶素子については磁気的、電
気的に良好な特性をもち、しかも工作性のよい構造を求め、周辺回路については高速にし、かつ雑音
を小さくする方法を求め得た。
第 5 章では集積回路化の自動設計方式について述べる。その内容はプリント基板上のパターン配線
の自動製図システムと布線設計の自動設計システムに大別される。このシステムの特長はパターン設
計のアルゴリズムに独創性があり高能率であること、布線情報の入力形式が過去のすべての設計デー
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タを記憶し、改訂変更など設計者に最適な資料体系であることなどである。
第 6 章では論理図を入力データとする自動設計方式について述べる。その内容は各種の自動設計シ
ステムに必要な設計データのファイルを作成し、同時に論理図面を作成する論理図処理システムであ
る。本研究によるこのシステムは今後の自動設計の情報処理上の問題解決の基礎となり得る。
第 7 章では布線の自動検査方式について述べる。システムの入力情報としては布線自動設計によっ
て作成された情報をそのまま適用し、電子計算機および布線検査機を制御し 被検査装置の布線を自
動検査する。また、プログラムの構成などについても言及する。
第 8 章には本研究の結果をまとめて示し、結論とした。
論文の審査結果の要旨
本論文の研究成果を要約すると次のようである。
第 2 章から第 4 章においては、集積回路化の実装方式を数式的に解析し、これらを体系づけること
により、その最適値を求めている。この基礎概念は漏話雑音を最小にすることを基本とした最適値で
ある。その手法として雑音荷重係数、雑音配分の原理、配線指数など、新しい着想、に基づく手法を導
いている。これらは、集積化電子回路の配線による雑音特性と、実装形状との相関関係を解析し、実
装形状と各種の設計要因との相関を求めることを可能とし、電子装置の設計に際し最適な形状選択の
有効な方式を与えている。実装の形状と各種の設計要因との相関を示すことを可能とした点で、実際
的な最適設計条件を導いたことは特に有効なものである。
第 5 章から第 7 章においては、最適実装データを基本とした具体化のための最適情報システムを求
めている。すなわち、設計、製作、試験、保守、運用を一貫して、計算機による省力合理化に最適な
実装情報システムを見出している。集積回路の高速化、高密度化により、ますます重要性を増してい
るプリント配線板の自動設計システムについても述べているが、特にプリント配線板の自動設計のア
ルゴリズムは独創性があり、その高能率は高く評価されるものである。
また、今後の自動設計は、個々の設計自動化と同時に、設計情報入力言語および設計データ・ファ
イルの構成法が重要な問題となることは明白であるが、第 6 章に述べられている論理図処理システム
は、今後の自動設計の、この種の問題解決の基礎となるであろう。
以上のように、本論文は集積回路化電子装置の実装方式に関する基本的な問題について、かなりの
研究成果をあげている。この分野の問題は、その重要性にもかかわらず、これまであまり研究されて
いなかった。この意味でも本研究の価値は少くなく、電子工学に寄与するところ大である。よって博
士論文として価値あるものと認める。
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